
2025年

２月４日（火）
10︓00〜12︓00 
@多摩区役所6階601会議室

【令和６年度】

第１回のぼりとミーティング

多摩区

のぼりと

■ 本日のプログラム

2

オリエンテーション
・プロジェクトの目的は？

第１部：団体からの取組を紹介
・４団体から、現在、実施している取組を紹介いただきます

第２部：グループ意見交換等
・全団体自己紹介

・参加団体のことを知ろう！その中で地ケ算のタネを見出そう！

・見学会の紹介、今後について

・集合写真、アンケート記入

第３部：団体親睦会 ※自由解散です。
・本日をきっかけに新たな人とつながろう！
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1.オリエンテーション

■ 「のぼりとミーティング」って何のためにやってるの？

川崎市で推進している

「地域包括ケアシステム」
の一環として実施しています。

4
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■ 川崎市が目指す地域包括ケアシステムとは？

そもそも・・・・・「地域包括ケアシステム」って？

5

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、

高齢者を対象に住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される仕組みの
ことを指します。

●川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン（平成２７年３月策定）

基
本
理
念

川崎らしい都市型の地域包括ケアシステムの構築による誰もが住み慣

れた地域や自ら望む場で安心して暮らし続けることができる地域の実現

基
本
的
な

５
つ
の
視
点

①意識の醸成と参加・活動の促進
②住まいと住まい方
③多様な主体の活躍
④一体的なケアの提供
⑤地域マネジメント

地域包括ケアシステム
略して「地ケア」

川崎市地域包括ケアシステム広報キャラクター「あいちゃん」

令和6年度地域コーディネーター研修資料を基に作成

■ 地ケア構築に向けたロードマップ

6
令和6年度地域コーディネーター研修資料を基に作成

平成29年（2017）年度まで 令和７年（２０２５）年度まで

「推進ビジョン」の基本的な５つの視点に基づき、各局区においてそれぞれ取組を進めると
ともに、住民に身近な区役所等と調整を図りながら、

①意識づくり ②地域づくり ③仕組みづくり

の３つの視点で取組みを進める。

第１段階
（土台づくり）

第２段階
（システム構築期）

第３段階
（システム進化期）

将来のあるべき姿についての合意形成を
図り、行政を始め、事業者や町内会・自治会
などの地縁組織、地域・ボランティア団体、住
民などの多様な主体が、それぞれの役割に
応じた具体的な行動を行い、システム構築に
つなげる。
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■ 地域づくりって？

7
令和6年度地域コーディネーター研修資料を基に作成

┃住民等が自発的かつ自由に取り組む地域の活性化、
つながりづくり等
・市民活動
・住民同士の交流
・社会課題を解決する組織、場

市民の自発的・自主的な取組として行われる様々な活動、地域の関係
機関や団体・企業・商店街などの多様な主体によって行われる地域課題
解決につながる、地域主体の取組

■ 地域づくりの範囲は？

8

┃川崎市では、市内を44の圏域に分け「地域ケア圏域」を設定

┃多摩区は5つの地域ケア圏域（登戸、菅、中野島、稲田、生田）ごとに

地域特性に応じた地域づくりを実施
※多摩区では地区社会福祉協議会の区割りを参考に設定
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■ 登戸地区での地域づくりの取組

9

┃のぼりとミーティングの開催

【目的】

地域活動団体より 「団体は数多くあるが横の繋がりがなく、
お互いの活動を詳しく知らない」といった意見が多くあがった
ため、団体の情報交換のための交流会を開催し、地域包括ケア
システムへの理解を深め、地域の関係づくりを活性化させ、地
域住民による課題解決を図ることを目的として、

平成30年にのぼりとミーティングが発足しました。

■のぼりとミーティングの今までの主な取組

10

┃ H30・H３１
団体同士の活動を知るための交流会を実施

┃ R2～
参加団体にアンケートを実施し、活動紹介ハンドブックを作成・更新

┃ R3
意見交換後の投票により、「コロナ禍での活動再開」をテーマと
した講演を実施

┃ R4
繋がり強化のための「おしゃべり会」、
「区画整理」をテーマとしたワークショップ
を実施
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■のぼりとミーティングこれからの大きな方向性

11

┃第１フェーズ（平成３０年～令和５年）

⇒お互いの活動を知ろう！

┃第２フェーズ（令和６年～令和９年）

⇒登戸地区の活動団体の困り事・心配事を踏まえ、地域をより豊かにするた

めに、区内の様々な活動団体や場所などの地域資源を把握し、新たなつな

がり、新たな取組が生まれる環境・きっかけをつくろう！

┃第３フェーズ（令和９年～）

⇒登戸地区における支え合いの地域づくりの体制・しくみを形成

地ケ算
「〇〇×〇〇」）

今の取組に地域資源を少しかけ合わ

せることで、取組がちょっと豊かにな

るアイデア
＝

菅地区の
取組の参考に

※ 地ケ算については、後ほど説明します。

■ 第２フェーズでは何やるの？

菅地区の取組である
「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」
を参考に取組を展開していきます！

12
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■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

13

菅地区の
取組の参考に

菅地区の現状（令和３年度）：

地ケアに関わる様々な団体が、各々の立場で課題解決に向けて取組を
実施していた

現場の課題意識：

取組の方向性：

資源の発掘や課題や資源の掛け合わせを通じて、「新たな出会い・つな
がり」から「新たな取組」が生まれることを目指し、ゆるやかなつながり
を育む「場」や「きっかけ」を創出しよう

地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～を発足

┃プロジェクト発足の経緯

団体同士が今まで以上に連携
すれば、もっとよりよい取組が
できるのでは？

自然災害など、いざという時の
ためには、常日頃から顔がみえ
る関係づくりが必要！

▼

▼

■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

14

菅地区の
取組の参考に

┃実施プロセス Team SUGEの歩み

  STEP 1（１年目）

課題の把握

資源やニーズ
を整理する

 STEP 2 （２年目）

「地ケ算」を
生み出す・

広げる

しくみをつくる

 STEP 3（３年目）

Team SUGE
を振り返る

次につなげる

【地域を知る】 【地域に働きかける】 【振り返る】

進行中
（令和6年度）
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■地ケ算ってなぁに？

15

「地ケ算」

今の取組に、地域の資源をちょっとプラスアルファ・掛け算する
ことで、みなさんの活動が豊かになる取組

資源をかけ合わせたアクション

※「地域包括ケアシステム」と「かけ算」を掛け合わせた
地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～で生まれた造語

■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

16

┃ STEP 1の取組 課題の把握、資源やニーズを整理する

❸現地ツアー

お互いの取組や

資源を実際に体

験しました

❷地域の課題の共有（第１回会議）

資源を活かした取組を考えました

❶キックオフ！

❹ 「地ケ算」のアイデア出し

（第２回会議）
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■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

17

┃ STEP 1の取組 課題の把握、資源やニーズを整理する

■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

18

┃ STEP 2の取組 地ケ算を広げる・しくみをつくる

❶報告会
地ケ算の共有＋
地ケ算を一歩進める
知恵出しワーク

❷地ケ算の実施
地ケ算の共有＋交流会各団体が協力し、菅地区内のさまざまな

場所で地ケ算の取組を実施
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■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

19

┃ STEP 2の取組 地ケ算を広げる・しくみをつくる

■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

20

┃ STEP 2の取組 地ケ算を広げる・しくみをつくる
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■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

21

┃成果・地域づくりにおける地ケ算の意義

成果１

普段は接点がない団体がつ
ながり、新たな展開に発展

地ケアにつながるポイント

• シニア：こども達と接点を持つことで

高齢者が公園体操に参加する動機の

向上→健康づくり

• こども：地域で顔なじみのある大人が

増え、安心してすごせる地域に

菅なかよし
公園体操菅保育園

その後、公園を飛び出し園でのオーナメントづくりに

■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

22

┃成果・地域づくりにおける地ケ算の意義

成果2

活動を続ける
モチベーションに

地ケアにつながるポイント

継続が課題となっている活動が多い中、

地ケ算で取組を異なる層に知ってもら

うきっかけに。

現地ツアーでの公園体操の見学・体験

南菅こども文化センターのこどもたちの取組

11



■菅地区の取組「地ケアつながりプロジェクト～TeamSUGE～」を紹介！

23

菅地区の
取組の参考に

┃Team SUGE が目指す姿

菅地区における支え合いの地域づくり

さまざまな個人・団体がつながり、困りごと・やりたいことなどの

思いを共有できる体制・しくみ

Team SUGE
多様な人・団体がゆるやかにつながる

菅地区で
やっていること

菅地区で
やりたいこと

困りごと・
地域の課題

地ケ算が
生まれる

新しい仲間が
できる

困りごとが
解決する

新たな
つながりや取組が生まれる

環境・きっかけ

困りごとの
共有

人・団体と
出会う

菅地区の
取組を知る

（例）交流会の開催／年２回程度

目指したい姿
のイメージ

■のぼりとミーティングにおいても

24

菅地区の
取組の参考に

のぼりとミーティングにおいても

「地ケ算」という手法を用いて

取組を推進できればと考えています。
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2.第１部：団体からの取組を紹介

■取組紹介

26

菅地区の
取組の参考に

①たまふれあいグループ
川﨑 千枝氏

②YUEN HAIR（NAGOMI）
吉野 耕平氏

③のぼりとゆうえん隊、住民本屋、のぼりと園芸部
佐々木 暁美氏

④clinic WIZのぼりと・ゆうえん小児科
加久 翔太朗氏
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①たまふれあいグループ 川﨑 千枝氏

②YUEN HAIR（NAGOMI） 吉野 耕平氏
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③のぼりとゆうえん隊、住民本屋、のぼりと園芸部
佐々木 暁美氏

佐々木 暁美

活動紹介

のぼりとミーティング
2025/2/4
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さ さ き さ と み

佐々木 暁美

2018年から多摩区在住

１級建築士

ワークショップ ファシリテーター

コミュニティ デザイナー

マクラメ編み作家 刺繍アクセサリー 作家

life + design あかつき

プロフィール

今日のお話

・登戸遊園での活動紹介（2018〜2024）

・これからの活動予定

共通テーマ
まちと人の関わりしろをデザインする

共通テーマ
まちと人の関わりしろをデザインする

19



【活動紹介（2018〜2024）】

• のぼりとゆうえん隊(登戸まちなか遊縁地)

• 登戸２号街区公園 管理運営準備会

• 住民本屋

• のぼりと園芸部

• 白いハコ 駅前本棚 (2024年12月閉店)

【活動紹介（2018〜2024）】

のぼりとゆうえん隊 登戸まちなか遊縁地

2020年 開通前の道路（ １号線） 2022年 向ヶ丘遊園駅前の空き地

商店街、個人店、住民が集まって
変わりゆく登戸遊園を盛り上げようとして

始まった遊園地のようなイベント

商店街、個人店、住民が集まって
変わりゆく登戸遊園を盛り上げようとして

始まった遊園地のようなイベント

20



【活動紹介（2018〜2024）】

のぼりとゆうえん隊 登戸まちなか遊縁地

2023年 登戸駅前の空き地 2024年 登戸2号線 歩行者天国

区画整理の空き地を借りて開催し
昨年は市と連携して歩行者天国で開催

新旧のまちの関係をゆるやかにつなぐ活動

区画整理の空き地を借りて開催し
昨年は市と連携して歩行者天国で開催

新旧のまちの関係をゆるやかにつなぐ活動

公園予定地だった「クローバー広場」のお手入れ活動、七夕飾りの様子

【活動紹介（2018〜2024）】

登戸2号街区公園

公園の計画から住民主体で考え
2025年春から公園の管理をしていく

地域交流や自治につなげる活動

公園の計画から住民主体で考え
2025年春から公園の管理をしていく

地域交流や自治につなげる活動

21



2023年 登戸駅前の開通前の高架下 2024年 橘公園 夕暮れマーケット

【活動紹介（2018〜2024）】

住民本屋 by ノートリボ

公共空間の利活用を実験的に行う活動
住民が自分の本や手作り雑貨を持ち寄って

ゆるいつながりを生むイベントを不定期で開催

公共空間の利活用を実験的に行う活動
住民が自分の本や手作り雑貨を持ち寄って

ゆるいつながりを生むイベントを不定期で開催

今後の予定
3/23（日）登戸駅前（ハトヤ前）
3/29（土）30（日） 生田緑地

活動日︓毎週月曜日の朝、毎月第３土曜日の午前中

【活動紹介（2018〜2024）】

のぼりと園芸部

登戸区画整理事務所の職員が中心となって
空き地で生まれた園芸活動を通じた交流の場

誰でも自由に出入りでき、参加もOK

登戸区画整理事務所の職員が中心となって
空き地で生まれた園芸活動を通じた交流の場

誰でも自由に出入りでき、参加もOK

22



駅前本棚に集うことで多くの出会いがあった 100人カイギなどイベントを通じた地域交流

【活動紹介（2018〜2024）】

白いハコ 駅前本棚

ギンザフォレスト２Fにあった
コミュニティスペースでの活動

2024年に閉店し、ビルの廊下やSDCにて活動継続

ギンザフォレスト２Fにあった
コミュニティスペースでの活動

2024年に閉店し、ビルの廊下やSDCにて活動継続

【これからの活動予定】

• 住民本屋

• 哲学カフェ

• 白いハコ 駅前本棚 第２章

• のぼりと園芸部

• 登戸・向ヶ丘遊園エリアプラットフォーム

などなど・・・
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ご清聴ありがとうございました

life + design あかつき

インスタグラム

④clinic WIZのぼりと・ゆうえん小児科
加久 翔太朗氏
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３.第２部：グループ意見交換等
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■第２部の進め方

52

菅地区の
取組の参考に

1.自己紹介（所属・名前）

２.「ワールドカフェ方式」で
参加団体のことを知ろう︕
その中で地ケ算のタネを見出そう︕

1人２０秒程度

５０分（ラウンド１・２ 15分、ラウンド3 20分）

■自己紹介

53

1.所属

1人２０秒程度でお願いします

お話しいただく時はその場に立っていただき、お話しください。
先に同団体の方が自己紹介した場合は主な活動を省略してく
ださい。

2.名前 3.主な活動

【自己紹介イメージ】

名簿番号〇番の〇〇団体の△△、（複数いる団体は）□□です。
主に●●や▲▲の業務（取組）をしています。

26



■「ワールドカフェ方式」で参加団体のことを知ろう！

54

1.ワールドカフェ方式の特徴

2.テーマについて

3.進め方について

■ワールドカフェ方式の特徴

55

短時間に多くの人の意見に触れられる

１

２
３

途中で、席替えをするので
いろいろな人と話す事ができ

一体感も生まれます

少人数（４〜６人）の
グループで話すので
一人ひとりの発言に

十分な時間が取れます

27



■テーマについて

56

【ラウンド1・２】
・現在取り組まれている活動で困っていることはありますか
・登戸地区でやってみたいことありますか
（地域の方と一緒にやりたいこと含む）

※どちらか話しやすいほうでいいです。

【ラウンド3】
・地ケ算（コラボレーション）のタネになりそうになったこと

■ 進め方について

57

席替え

ラウンド①

テーマ①
困っているコト
やりたいコト

ラウンド② ラウンド③

席替え

テーマ③
地ケ算のタネになり
そうになったコト

テーマ②
困っているコト
やりたいコト

28



■席替えの方法

58

〇〇団体

A→C→B

お配りしている名札の名前の下にテーブル番号を記載しています。

下の例ですと

「ラウンド１→Aテーブル」「 ラウンド２→Cテーブル」「 ラウンド３→Bテーブル」

■ラウンド1【１５分】

59

【テーマ】

・現在取り組まれている活動で困っている
ことはありますか

・登戸地区でやってみたいことありますか
（地域の方と一緒にやりたいこと含む）

※どちらか話しやすいほうでいいです。

進行については、
区職員が行います︕
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■ラウンド2【１５分】

60

【テーマ】

・現在取り組まれている活動で困っている
ことはありますか

・登戸地区でやってみたいことありますか
（地域の方と一緒にやりたいこと含む）

※どちらか話しやすいほうでいいです。

進行については、
区職員が行います︕

始まる前にラウンド１で出た意見を
区職員がお伝えします︕

■ラウンド3【２０分】

61

【テーマ】

地ケ算（コラボレーション）のタネになりそ
うになったこと

進行については、
区職員が行います︕

始まる前にラウンド１・２で出た意見を
区職員がお伝えします︕
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■見学会の紹介-1 「NAGOMI」

62

いつ

202５年２月２５日(火)1３：０0～１３：３０

どこで

向ヶ丘遊園 YUEN HAIR

（登戸1896-3 ティアラ向ヶ丘1F）

※小田急向ヶ丘遊園駅 北口徒歩３分

集合場所

１３時０0分、

向ヶ丘遊園 YUEN HAIR入口集合

■見学会の紹介-２ 「のぼりと園芸部」

63

いつ

202５年３月１０日(月)９：３０～１０：００

※毎週月曜日（9～10時）。この日以外でも自由に参加可能です。

どこで

イツモの空き地（川崎市多摩区登戸２４４７−２）

集合場所

９：２５、イツモの空き地に集合

持ち物

花や野菜のお手入れをしたい場合は、軍手。

見学のみの場合は、なし
31



■今後について（仕組みづくりの一環として）

64

【活動紹介ハンドブック《リニューアル》】
・のぼりとミーティングの取組みや団体情報の紹介等を掲載
・のぼりとミーティング及び活動団体の周知、新たな団体の発掘等

に活用する

【メーリングリスト】
・本ミーティングの参加者の交流が今後も続いていくよう、情報共

有ツールを作成します。
・（使用例）

共有したい取組・活動チラシを事務局にメールいただき、
メーリングリスト登録者にメールを展開します！

■今後について（仕組みづくりの一環として）

65
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■今後について

66

┃第１フェーズ（平成３０年～令和５年）

⇒お互いの活動を知ろう！

┃第２フェーズ（令和６年～令和９年）

⇒登戸地区の活動団体の困り事・心配事を踏まえ、地域をより豊かにするた

めに、区内の様々な活動団体や場所などの地域資源を把握し、新たなつな

がり、新たな取組が生まれる環境・きっかけをつくろう！

┃第３フェーズ（令和９年～）

⇒登戸地区における支え合いの地域づくりの体制・しくみを形成

地ケ算
「〇〇×〇〇」）

今の取組に地域資源を少しかけ合わ

せることで、取組がちょっと豊かにな

るアイデア
＝

来年度以降も
継続して実施し

ていきます。

■アンケートについて

67

アンケートの御協力をお願
いします。

ご記入いただけた方は、お
近くの職員にお渡しくださ
い。
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第３部：団体親睦会 ※自由解散です。

・本日をきっかけに新たな人とつながろう！
※本会場は12時30分まで、利用できます。
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